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天然酵素ぺルオキシダーゼ触媒活性を持つ備前焼と鉄さびによる過酸化水素とグルコースの検出に関する研究３５
３．実験方法
試薬と装置：ATBS，ＰＯＤ（1.1ＬＬ7)はシグマ製，バソフエナンスロリンスルホン酸ナトリウム，酢酸，
酢酸ナトリウムはナカライテスク製試薬を，その他の試薬はすべて試薬特級品をそのまま使用した。純
水はイオン交換水をミリ。に通したもの使用した。備前焼はカッターで約１ｃｍ角に切断し，メノウ乳鉢
で粉砕混合したものを，鉄さびは本学キャンパスで採取した鉄さびを磁石で選別したものを使用した
（Fig.1)。分光光度計は日立製作所製Ｄ-5100,ｐＨメータは堀場Ｄ-51,培養にはタイテック製パーソナル
－１１ＳＤセットを使用した。
測定：マイクロチューブ（Ｌ５ｍｌ）に鉄さび（備前焼紛体）ＬＯｍｇ前後はかり取り，1.0~100,Ｍ過酸化
水素溶液２０“Ｌ，10.4mMABTS10quL，0.2Ｍ酢酸緩衝溶液（pH3.5）２００αＬと水を加え1.0mlにした。
このマイクロチューブを４０℃にセットした,恒温槽に入れ2.0ｈ培養後，５０ｍlメスフラスコに試料Ｏ５ｍｌ
採取し，水で全容5.0mlにしたのち，1.0ｃｍガラスセルを用い波長417,ｍで吸光度を測定した。
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Peroxidase-likeActivityo缶BizenyakiandIronCorrosionand
itsApplicationsinH202andGlucoseDetection
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ThepresentpaperdemonstratetheproofofconceptofusmgBizenyakiandironcoITosionasan
effectiveperoxidasesubstrate2,2i-azino-bis(3-ethylbenzothiazoline-6-sulfbnicacid）diammoniumsalt
(ABTS）ｍｔｈｅｐｒｅｓｅｎｃｅｏｆＨ２０２ｔｏｐｒｏｄｕｃｅａｂｌuesolutionIfUrherdemonstratesuccessfUlly
Bizenyaki‐orironcolTosion-basedcolorimetricassaytodetectH202andglucose
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